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運行データと映像データをそれぞれのユニットで記録します 

１.システムの構成について 

SRPocket 
（運行記録ユニット） 

記録媒体 
（CFカード32GB） 

記録媒体 
（メモリースティック64MB） 

連動 

ＣＣＤ 
カメラ 

ＣＣＤ 
カメラ 

ＣＣＤ 
カメラ 

ＣＣＤ 
カメラ 

ＧＰＳアンテナ 

２軸加速度センサー 

１軸方位ジャイロ 

カメラ① カメラ② カメラ③ カメラ④ 

集音マイク 

エンジン回転 車速 

タフレコ 
（常時映像記録ユニット） 

ＣＣＤカメラは最大４ＣＨ接続可能、 
用途に応じて防水仕様の有無、視野角を選択できます。 



ヒヤリハット（注意挙動/危険挙動）と映像が連動します！！ 

指導書 

ヒヤリハット（注意挙動/危険挙動）に至る経緯や運転操作を 
シッカリと確認できます。 

２-１.見るべき映像を車載器がピックアップ 

事故やクレームが無くても車載器が見るべき映像をピックアップ 



ヒヤリハットがなくても車内に生じた衝撃を確認できます 

映像データには常に１０Hz（１秒間に１０回）の頻度で 
車内に生じた衝撃の大きさを記録します。 

２-２.ヒヤリハットが無くてもきめ細かくチェック 

ヒヤリハットに合致しないような軽微な車内事故の際にも、 
車内にどんな衝撃が発生したか、きめ細かくチェックできます。 

分離表示画面 一体表示画面 



セイフティレコーダの様々なデータと連動します。 

セイフティレコーダの様々なデータと連動するので、 
「気になる運転操作」を確実にチェックできます。 

２-３.セイフティレコーダのデータと連動 

各種解析データ 



視野角４６° 視野角７２° 

視野角１１８° 視野角１１０° 視野角８5° 

３-１.（参考）画角の違いによる映像比較① 



視野角４６° 

３-２.（参考）画角の違いによる映像比較② 

視野角７２° 

視野角１１８° 視野角１１０° 視野角８5° 



視野角４６° 

３-３.（参考）画角の違いによる映像比較③ 

視野角７２° 

視野角１１８° 視野角１１０° 視野角８5° 



映像の活用機能のご紹介 

静止画保存、動画のＡＶＩ変換、印刷、モザイ編集機能 

映像指定取込み 

モザイク処理 

ズーム機能 

４.その他映像の活用機能 



①運行のデータは暗号化され、専用ソフトでのみ解析可能 

②映像記録装置のカード挿入口は施錠できます 

③映像データは再生ソフトでパスワード入力しなければ閲覧不可 

④必要に応じて、映像データのモザイク処理を行うことができます 

５.映像のセキュリティ機能 


